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以前より私達は「ご縁の大切さ」についてお伝えしておりますが、昨今の様々な諸事情の中で見送る人の数、 

見送る人たちのお葬式までにかける時間が減少している事実を通して、これからあるべき姿のお葬式において 

「命の繋がり」とは何であるかをちゃんと認識をしたうえで、打合せをさせていただくことが重要であると考えて

おります。話は少し変わりますが昔のお葬式といえば自宅で行うことが当たり前であり、隣近所の方々が手伝い、

様々なご縁のある方々が参列し、料理やお酒を振舞い、思い出話を語り、家の周りには花輪が並び、寺院関係の方

を先頭に葬列を組んで墓場まで・・それが当たり前の時代から徐々に隣近所の方々の手伝いがない、ご縁のある

方々が参列しない、お料理やお酒を振舞うことが減少する、形式だけのお葬式で何も思い出に残らないというスタ

イルもある中で、はたしてお葬式のゴールとは？（決して正解となる答えがあるわけではありませんが） 

昔のお葬式の時代背景を考えてみると、家族２世帯～３世帯同居は普通であり（因みに 3 世帯はこの約 30 年余り

で 45％から 10%に減少）自営業世帯も多く存在し（漁業、農業を含む）子供が家族を手伝い、親の背中（苦労）

を見て育ち、必然的に地域でのコミュニティも増え、強い結束力が出来ていた・・（モノクロで出てくる風景や時

代にも思えてきますが）昔の時代のように戻るかと云えば、叶わないのが現実とは思いますが、昔のお葬式の良か

った点を何か一つでも引き継ぐ、もしくはカスタマイズ出来ないものかと日々考え勉強させていただいておりま

すが、変わらないのは「家族旅行に行く、車を買う、家を建てる」かのように、決して欲求や物欲のようなもので

はなく、出来ることならば避けて通りたいのが常でありながらも、いつかは経験をしなければいけないことです。 

 

本来であれば、お葬式とはご家族（特に社会経験のない子供様やお孫様）の人生に大きく影響を与える一大イベ

ントであったものが、親子間でも艱難辛苦を共にしていない・・故に身近な人が亡くなっても泣かない葬儀が増え

つつあり、故人様への尊厳や感謝の念を忘れてしまうことで、自然に出来ていた死生観の育成にも少なからず影響

をもたらしているのではないかと思います。そのうえで今、私達に求められていることとは形式だけのお葬式をご

提案することではなく、少数のご参列であっても「感謝で見送るお葬式を創造し提供する」こと。そのためには 

まずは故人様を頂点に考え一緒に時間を共有させていただき、ご家族様との繋がり、幼き頃の思い出、大切な記念

日、一生懸命にされていたこと、格言や趣味をご確認のうえ「その人」にしかない姿を可視化させ、集まった方、

ご事情があって参列が叶わなかった方にもしっかりと偲び見送られて良かった・・・そんな時間（とき）をあらた

めて思い返す時間があり、その先にも「感謝で見送るお葬式」があったからこそ、この先にもつながる皆様のご縁

があることを思い描き、微力ではありますが小さくても強い絆のコミュニティの創造と貢献につとめていきたい

と考えております。 

 

ドリーマー会館駐車場での 

警備スタッフを募集中です 

（通夜・告別式のある時） 

時給：1,500 円 
通 夜：2 時間程度 
告別式：2 時間程度 

 

駐車場スタッフを 
募集しています 

坂 

ちょっとだけ勉強のコーナー  ～ お 盆 ～ 

小橋 

お盆というとお盆休みを思い浮かべる人も多いでしょう。1 年に 1 回ご先祖様が

浄土から家に戻ってくると考えられています。一般的に 8 月 13 日の夕方迎え火を

焚き、16 日の夕方送り火を焚いて浄土にお送りします。亡くなられて四十九日の忌

明け後に初めて迎えるお盆を新盆または初盆といい、住職を招いて盛大に供養を行

います。四十九日を過ぎる前にお盆がくれば翌年が新盆になります。 

新盆の時には故人が迷わず来られるように思いを込めて玄関や縁側、お仏壇や盆

棚の近くに白い提灯やト―ローを飾りましょう。なによりも重要なのは、ご先祖や

故人の霊を供養するという気持ちです。お墓参りをするだけでも、故人を悼む気持

ちだけでもかまいません。御先祖様や故人が安心して浄土へ帰れるよう、私達が頑

張っている姿を見せるのも良い事ではないでしょうか。 

準備や必要品など、不明な点は何なりとドリーマーへご相談ください。 

横田 

～今の時代ならではのコミュニティの創造と探求～ 

 

事前相談受付中 
安心・納得 

事前相談＆無料見積もり 

 

ドリーマー会員募集中 
積み立てて、ご家族様も 

使えてとてもお得 

 

葬儀保険募集中 
会員に含まれない費用や 

仏壇・墓石など他に 

かかる費用へ保険を活用 

山本 

まずはお気軽に 
お問い合わせ下さい 

ドリーマーの事前相談 

ご葬儀の準備は精神・身体的に大変なものです。 

ドリーマーでは儀式のお手伝いのみにとどまらず 

あらゆる面で心をこめてお手伝いいたします。 

まずはお気軽にお電話ください。 

メリット 1  ご相談の内容をしっかりと情報共有しているから安心       

       事前にお伺いしている内容をスタッフ間にて共有しておりますので 
       お葬儀の打合せの際に一から説明して決めていくというご負担を 
       軽減することができます。 

横山 

メリット 2  ご要望に沿ったお葬儀内容や見積もりを提案いたします      

       宗派・会葬者数・お葬儀内容によって葬儀費用は異なりますので 
       打合せをもとにご要望に沿った内容にてご提案いたします。また 
       お葬儀の内容によってドリーマーの会員や保険に加入をすることに 
       より、メリットがある場合はご案内をさせていただきます。 
        
メリット 3  葬儀の際や葬儀後に必要な物を事前に準備することができます   

       お葬儀の際には故人様のお写真・お茶碗・思い出の品などの 
       準備物や、葬儀後の諸手続きなど多々ございます。皆さまに 
       分かりやすくご説明させていただきます。 
        
メリット 4  ご本人やご家族の希望に沿った悔いのない式を行うことができます 

       気持ちが落ち込み動転している中で、葬儀に関するたくさんの 
       ことを決め準備をすることは大変です。故人様が望んでいる式や 
       呼びたい人、好きなものなどを事前に把握しておくことで 
       ご希望に沿った式をスムーズに行うことができます。 
 

0120-129-432 
坂 山本 

●安心の永代供養 

●宗旨・宗派不問 

●承継者不要 ●生前申込可能 

 

ドリーマーでも樹木葬の紹介を 

行っております。現地見学を希望の

方・少し話を聞いてみたい方は 

お気軽にお問い合わせください。 

各種資料も準備しています。 
 

℡：0120-129-432 
 

「自然に還る、樹木葬の魅力」 


